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(57)【要約】
【課題】雌部材を備え、且つ、金具の位置に関わらず裏
面から壁板収容溝等の加工部を設けることが可能な枠材
およびその枠材を用いた開戸構造を提供する。
【解決手段】枠材は、雌部材埋込孔を有する基材部と、
雌部材埋込孔に埋め込まれる雌部材と、基材部の裏面に
貼着される裏板材部とからなり、雌部材埋込孔には雌部
材の移動を抑止する移動抑止部が形成されており、雌部
材には移動抑止部に係合する係合部が形成されている。
該枠材を用いた開戸構造は、該枠材の雌部材に、支持部
材の枠材固定部を貫通する雄部材を固定することにより
、該枠材に戸パネルを固定する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雌部材埋込孔を有する基材部と、雌部材埋込孔に埋め込まれる雌部材と、基材部の裏面
に貼着される裏板材部とからなり、雌部材埋込孔には雌部材の移動を抑止する移動抑止部
が形成されており、雌部材には移動抑止部に係合する係合部が形成されていることを特徴
とする枠材。
【請求項２】
　戸パネル支持枠材と、戸パネルと、枠材固定部と戸パネル固定部とが回動自在に連結さ
れた支持部材とからなり、戸パネル支持枠材に枠材固定部を固定するとともに、戸パネル
に戸パネル固定部を固定することで、戸パネル支持枠材と戸パネルとを支持部材を介して
回動自在に連結した開戸構造であって、雌部材埋込孔を有する基材部と、雌部材埋込孔に
埋め込まれる雌部材と、基材部の裏面に貼着される裏板材部とからなり、雌部材埋込孔に
は雌部材の移動を抑止する移動抑止部が形成されており、雌部材には移動抑止部に係合す
る係合部が形成されている戸パネル支持枠材の雌部材に、枠材固定部を貫通する雄部材を
固定することにより、戸パネル支持枠材に枠材固定部を固定することを特徴とする開戸構
造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、住宅、集合住宅などの建築物に用いられる開戸、引戸等の枠材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば、特許文献１のような鍔部に凸起を有し、該凸起を取り付け対象物にめり
込むまで打ち付けて、取り付け対象物に取り付ける鬼目ナットが知られている。そして、
図６のように、開戸の縦枠材４０に丁番４２を取り付ける際に、上記のような鬼目ナット
４１を縦枠材４０の裏面側から挿入しておき、丁番４２に設けられたネジ穴からネジ４３
を通して鬼目ナット４１にねじ込むことにより、縦枠材４０に丁番４２を取り付けること
が行われている。このような鬼目ナット４１などの雌部材を用いた、丁番４２等の金具の
枠材への取り付けは、枠材が中比重木質繊維板（ＭＤＦ）などのネジの保持力が弱い材料
からなる場合に特に有効であった。
【０００３】
　一方、図７に示すような建物の壁に形成された開口部に設けられる枠構造が知られてい
る。図７に示す枠構造は、部屋等の壁に形成された開口部に設けられるものであり、開口
部の内側面に取り付けられた縦枠材５０を有している。壁は、壁枠５１と、壁枠５１に接
合された壁板５２，５３とを有しており、縦枠材５０は、壁板５２，５３の端部５４，５
５を覆い隠す長尺板状の部材であり、縦枠材５０の裏面には、壁板５２，５３の端部５４
，５５を収容する２本の壁板収容溝５６，５７が上下方向に延びて形成されている。この
ような枠構造によれば、縦枠材５０の壁板収容溝５６，５７に壁板５６，５７の端部５４
，５５を収容しているため、壁板５６，５７の端部５４，５５の加工精度に多少の「むら
」があったとしても、当該「むら」を吸収することができる。
【特許文献１】実公昭６４－３６７１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、図７に示す枠構造において、上記のような雌部材を用いた、金具の枠材
への取り付けを行うとした場合、金具と壁板収容溝５６，５７の位置関係によっては、図
８のように、雌部材４４の鍔部４７が壁板収容溝５７内へと張り出すようになり、壁板５
３の端部５５と雌部材４４とが干渉し合い、壁板収容溝５７内に壁板５３の端部５５を収
容できないという問題があった。
【０００５】
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　本発明は、上記の課題を鑑みなされたものであり、雌部材を備え、且つ、金具の位置に
関わらず裏面から壁板収容溝等の加工部を設けることが可能な枠材およびその枠材を用い
た開戸構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１に係る発明の枠材は、雌部材埋込孔を有する基材
部と、雌部材埋込孔に埋め込まれる雌部材と、基材部の裏面に貼着される裏板材部とから
なり、雌部材埋込孔には雌部材の移動を抑止する移動抑止部が形成されており、雌部材に
は移動抑止部に係合する係合部が形成されていることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に係る発明の開戸構造は、戸パネル支持枠材と、戸パネルと、枠材固定部と戸
パネル固定部とが回動自在に連結された支持部材とからなり、戸パネル支持枠材に枠材固
定部を固定するとともに、戸パネルに戸パネル固定部を固定することで、戸パネル支持枠
材と戸パネルとを支持部材を介して回動自在に連結した開戸構造であって、雌部材埋込孔
を有する基材部と、雌部材埋込孔に埋め込まれる雌部材と、基材部の裏面に貼着される裏
板材部とからなり、雌部材埋込孔には雌部材の移動を抑止する移動抑止部が形成されてお
り、雌部材には移動抑止部に係合する係合部が形成されている戸パネル支持枠材の雌部材
に、枠材固定部を介在させて雄部材を固定することにより、戸パネル支持枠材に枠材固定
部を固定することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１の発明によれば、雌部材埋込孔を有する基材部と、雌部材埋込孔に埋め込まれ
る雌部材と、基材部の裏面に貼着される裏板材部とからなるため、基材部が中比重木質繊
維板（ＭＤＦ）などの材料からなる場合であっても、雄部材を用いて支持部材を枠材に強
固に固定することができるとともに、裏板材部に裏面から壁板収容溝等の加工部を設ける
ことが可能である。また、雌部材埋込孔には雌部材の移動を抑止する移動抑止部が形成さ
れており、雌部材には移動抑止部に係合する係合部が形成されているため、雌部材が基材
部から外れることを確実に防止できる。
【０００９】
　請求項２の発明によれば、雌部材埋込孔を有する基材部と、雌部材埋込孔に埋め込まれ
る雌部材と、基材部の裏面に貼着される裏板材部とからなり、雌部材埋込孔には雌部材の
移動を抑止する移動抑止部が形成されており、雌部材には移動抑止部に係合する係合部が
形成されている戸パネル支持枠材の雌部材に、枠材固定部を貫通する雄部材を固定するこ
とにより、戸パネル支持枠材に枠材固定部を固定するため、基材部が中比重木質繊維板（
ＭＤＦ）などの材料からなる場合であっても、雄部材を用いて、戸パネル支持枠材に枠材
固定部を強固に固定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明を実施するための実施形態を図面に基づき説明する。なお、説明中の「上
」、「下」、「左」、「右」、「表」、「裏」は図中に記載のものと一致するものとする
。尚、本発明は本実施形態の記載内容のみに限られるものではない。
【００１１】
　図１は、本発明が適用された開戸構造Ａを示す図であり、図２は、開口枠１と戸パネル
２とを支持部材３を介して連結する構造を示す分解図であり、図３は、図２のＸ－Ｘ´断
面を示す断面図である。開戸構造Ａは、開口部４に開口枠１を設け、枠材固定部５と戸パ
ネル固定部６とが回動自在に連結された支持部材３を介して、開口枠１に戸パネル２が回
動自在に連結される。
【００１２】
　開口部４は、マンションまたは戸建住宅等の建物において、部屋、トイレ等の出入口や
、収納等の建具の出入口として壁に形成されるものであり、開口部４の内側縁に開口枠１
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が設けられている。
【００１３】
　開口枠１は、図１に示すように、開口部の左内側縁に設けられた左枠材７と、開口部の
右内側縁に設けられた右枠材８と、開口部の上内側縁に設けられた上枠材９とによって略
コ字状に構成されており、左枠材７、右枠材８および上枠材９には、戸が当たる棒状の戸
当り１０が取り付けられている。
【００１４】
　開戸構造Ａは、図１に示すように、開口部４を塞ぐ板状の戸パネル２と、戸パネル２の
両主面に取り付けられたレバーハンドル１１と、戸パネル２の幅方向一方端面に出入自在
に設けられ、左枠材８に取り付けられた凹状金具（図示省略）に係止される係止金具１２
とによって構成されている。そして、図２に示すように、右枠材８、すなわち戸パネル支
持枠材に支持部材３の枠材固定部５をネジ１３および雄部材１４を用いて固定するととも
に、戸パネル２に支持部材３の戸パネル固定部６をネジ１５を用いて固定することで、支
持部材３を介して開口枠１に戸パネル２が回動自在に連結されている。
【００１５】
　なお、本実施形態では、右枠材８に戸パネル２を連結させた開戸構造であるため、右枠
材８が戸パネル支持枠材となるが、左枠材７に戸パネル２を連結させた開戸構造の場合は
、左枠材７が戸パネル支持枠材となる。
【００１６】
　戸パネル支持枠材は、図３に示すように、基材部１６と、雌部材２３と、基材部１６の
裏側面に貼着される裏板材部１７と、基材部１６の表側面に貼着される表板材部１８と、
基材部１６の左側面に貼着される左板材部１９と、基材部１６の右側面に貼着される右板
材部２０とから構成されている。なお、表板材部１８、左板材部１９、右板材部２０は、
意匠性の向上、表面硬度の向上等の目的で設けられるものであり、必要に応じて省略でき
、例えば、図５のように基材部１６に裏板材部１７のみを貼着するようにしてもよいし、
基材部１６に裏板材部１７と表板材部１８のみを貼着するようにしてもよい。
【００１７】
　また、戸パネル支持枠材には、固定時に支持部材３の枠材固定部５を収めるための取り
付け溝２１が、表板材部１８の表面から基材部１６にかけて設けられる。
【００１８】
　基材部１６には、基材部１６の裏側面から表側面へ貫通し、取り付け溝２１と連通する
ことで、戸パネル支持枠材の表側に開口する雌部材埋込孔２２が形成されており、雌部材
埋込孔２２内に雌部材２３が埋め込まれている。そして、このようにして埋め込んだ雌部
材２３に、取り付け溝２１に収められた支持部材３の枠材固定部５を介在させて、雄部材
１４を固定することにより、戸パネル支持枠材に支持部材３の枠材固定部５を固定する。
【００１９】
　雌部材２３は、図４に示すように、枠材固定部５を固定する際に用いる雄部材１４を螺
着できるように雌ネジが設けられた筒状の螺合部２４と、螺合部の断面の径よりも径が大
きな円板状の鍔部２５とからなる。
【００２０】
　雌部材埋込孔２２の形状は、雌部材２３の形状に対応し、筒状の螺合部収まり部と、螺
合部収まり部より直径が大きな円板状の鍔部収まり部を連結させた形状となっている。な
お、螺合部収まり部の直径は螺合部２４と同じか大きく設定されるとともに、鍔部収まり
部の直径は鍔部２５の直径と同じか大きく設定されている。
【００２１】
　つまり、雌部材２３が基材部１６（雌部材埋込孔２２）から外れるのを防止するために
、雌部材埋込孔２２には移動抑止部として鍔部収まり部が形成されており、雌部材２３に
は係合部として鍔部２５が形成されている。そして、鍔部収まり部に鍔部２５が係合する
ことによって、雌部材２３が雌部材埋込孔２２の所定位置から移動することが抑止される
。
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【００２２】
　また、必要に応じて、雌部材２３の鍔部２５に、基材部１６に向かって突出する三角錐
状、鉤状等の突起部（図示せず）を設けておいてもよい。突起部を設けておくことにより
、突起部が基材部１６にめり込み、螺合部２４に雄部材１４を螺合する際に、雌部材１４
が回転することを確実に防ぐことができる。
【００２３】
　裏板材部１７には、壁枠２８の表裏両面に接合された壁板２９，３０をそれぞれ嵌め入
れるための２つの壁板収容溝３１，３２が裏面から基材部１６まで至らない深さで設けら
れている。これにより、壁板２９，３０の突出長さＴに多少のズレがあっても支障なく施
工できるとともに、壁板２９，３０の端部３３，３４が壁板収容溝３１，３２に隠れるた
め見かけがよい。なお、壁板収容溝３１，３２を必要としない枠構造の場合は、壁板収容
溝３１，３２を必ずしも設ける必要はない。
【００２４】
　なお、基材部１６の材料には、戸パネル支持枠材の強度を確保するために、中比重木質
繊維板（ＭＤＦ）、ハードボード（ＨＤＦ）等の木質繊維板、合板、無垢木材、集成材、
パーティクルボード等を用いることができ、また、これらの複合材料を用いることもでき
る。
【００２５】
　雌部材２３の材料には、亜鉛合金、アルミニウム合金などの金属、合成樹脂などを用い
ることができるが、耐久性等を考慮すると金属製とすることが好ましい。
【００２６】
　裏板材部１７、表板材部１８、左板材部１９、右板材部２０の材料には、中比重木質繊
維板（ＭＤＦ）、ハードボード（ＨＤＦ）等の木質繊維板、合板、無垢木材、集成材、パ
ーティクルボード等を用いることができ、必要に応じて、化粧シートなどを貼着するなど
して化粧を施しておいてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】開戸構造を示す図
【図２】開口枠と戸パネルとを支持部材を介して連結する構造を示す分解図
【図３】図２のＸ－Ｘ´断面を示す断面図
【図４】雌部材を示す図
【図５】本発明の別の実施形態を示す図
【図６】従来の、雌部材を用い金具を取り付けた枠材を示す図
【図７】従来の枠構造を示す図
【図８】枠構造を示す図
【符号の説明】
【００２８】
　　Ａ　　　　　　　　　　　　　・・・　　　開戸構造
　　１　　　　　　　　　　　　　・・・　　　開口枠
　　２　　　　　　　　　　　　　・・・　　　戸パネル
　　３　　　　　　　　　　　　　・・・　　　支持部材
　　４　　　　　　　　　　　　　・・・　　　開口部
　　５　　　　　　　　　　　　　・・・　　　枠材固定部
　　６　　　　　　　　　　　　　・・・　　　戸パネル固定部
　　７　　　　　　　　　　　　　・・・　　　左枠材
　　８　　　　　　　　　　　　　・・・　　　右枠材
　　９　　　　　　　　　　　　　・・・　　　上枠材
　　１０　　　　　　　　　　　　・・・　　　戸当り
　　１１　　　　　　　　　　　　・・・　　　レバーハンドル
　　１２　　　　　　　　　　　　・・・　　　係止金具
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　　１３，１５，４３　　　　　　・・・　　　ネジ
　　１４　　　　　　　　　　　　・・・　　　雄部材
　　１６　　　　　　　　　　　　・・・　　　基材部
　　１７　　　　　　　　　　　　・・・　　　裏板材部
　　１８　　　　　　　　　　　　・・・　　　表板材部
　　１９　　　　　　　　　　　　・・・　　　左板材部
　　２０　　　　　　　　　　　　・・・　　　右板材部
　　２１　　　　　　　　　　　　・・・　　　取り付け溝
　　２２　　　　　　　　　　　　・・・　　　雌部材埋込孔
　　２３　　　　　　　　　　　　・・・　　　雌部材
　　２４　　　　　　　　　　　　・・・　　　螺合部
　　２５　　　　　　　　　　　　・・・　　　鍔部
　　２８，５１　　　　　　　　　・・・　　　壁枠
　　２９，３０，５２，５３　　　・・・　　　壁板
　　３１，３２，５６，５７　　　・・・　　　壁板収容溝
　　３３，３４，５４，５５　　　・・・　　　端部
　　４０，５０　　　　　　　　　・・・　　　縦枠材
　　４１　　　　　　　　　　　　・・・　　　鬼目ナット
　　４２　　　　　　　　　　　　・・・　　　丁番
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